
第 3期ましこ未来計画推進シート（総括シート）          令和 6（2024）年度 

基礎目標４ 【 資産 】 

基礎目標 地域資産を活かし、未来へレガシーをつくる 第１四半期 
 

区分 成果指標・KPI 単位 基準値 年度目標値 現在実績値 対前年同期 

成果指標 住みやすい住環境と感じる割合 ％ ― 76.0 78.8(R5) +3.2 

政策１ 
①歴史講座等の参加者数（小～高） 人 189 289 322 +48 

②祭りの参加者数（祭礼参加者数） 人 937 1,037 721(R5) +139 

政策２ ①構成文化財の訪問者数 人 39,508 43,908 7,969 +1,182 

政策３ ①ﾗﾝﾄﾞｽｹｰﾌﾟ計画を手掛ける地区 地区 0 4 4 +3 

政策４ 

①重要通学路の安全な道路の整備率 ％ 63.1 66.2 69.9(R5) +2.4 

②下水道整備率 ％ 82 91.0 83.9(R5) +0.1 

③地籍調査進捗率 ％ 19 24.1 25.3(R5) +1.6 

政策５ ①町公式 SNS のﾌｫﾛﾜｰ（友だち）数 人 2,322(R4) 3,200 3,523 - 
 

実施内容・成果の総括 次期四半期以降への方針 

１①「小宅古墳群」に､益子西小(45 名)、田野小(35 

名)､益子小(49 名)、七井小(52 名)が訪れた。また、 

益子中(95 名)が「かさましこ」について、益子小

（46 名）が「益子の歴史」について、ふるさと教

育の一環で学習した。益子町内の小中学生が町の

歴史等を知る良い機会となった。 

 ②ましこ検定・ましこ世間遺産実行委員会を開催

し、地域資源を活用した周知・ＰＲを充実してい

くことを確認した。(6/25)  

２①かさましこ日本遺産活性化協議会総会を笠間

市で行った。(5/24) 計 12 名参加。 

あわせて、かさましこ認定ガイド認定式を行っ

た。対象者 16 名。 

３①図書館基本・実施設計プロポーザル１次審査

（5/29）、２次審査（6/11）を実施した。 

①役場周辺土地区画整理事業では、定期総会にお

いて第二回目の仮換地指定を議決し、該当する権

利者に仮換地指定通知を行った。ランドスケープ

計画では、小宅地区でのワークショップ、円道寺

池周辺の環境整備、里山循環ネットワークとの意

見交換を実施した。 

４①通学路整備事業の町道 155 号参考館線は、不

動産鑑定を発注した。町道 170 号線バイパス整

備事業では、継続的に用地交渉を行っている。ま

た、町道 6 号生田目本郷線においては物件移転

の協議を実施した。橋梁補修事業では、学校橋補

修設計業務を発注した。その他の道路維持事業

では、維持工事事業の発注を行った。 

 ②塙地区の西谷の一部において、公共下水道供用

開始の告示を行った。また、浄化センターの沈砂

池ポンプ棟の増設工事と下水道の築造工事の積

算を発注した。 

 ③継続地区(前沢Ⅳ、上大羽Ⅲ、大沢Ⅳ)の地籍図

地籍簿作成業務と新地区(上大羽Ⅳ、大沢Ⅴ)の測

量業務を発注した。 

５①町公式 SNS への 4 月から 6 月の投稿数は、

Facebook 25 件、Instagram 21 件、X 16 件、

LINE 32 件、6 月末時点でのフォロワー数はそれ

ぞれ 1,995 人、562 人、218 人、748 人、計 3,523

人となった。 

１① 小宅古墳群やその他の文化財を町内小中学生

が学習することにより、今後も益子の歴史や文化

について学ばせ、益子を愛し、益子町に誇りをも

つ人を育てていく。  

②ましこ検定の一般受検者確保の対策としてデ

ジタル検定の導入について検討していく。世間遺

産については、今後周遊ツアー等の計画を検討し

ていく。 

２①首都圏からの誘客を想定した「かさましこツア

ー」やラーニングバケーション商品の検討、商品

化した 9 品に加え「かさましこ関連商品」の造成

と販売ＰＲ企画を展開していく。公式ウェブサイ

トの充実も図っていく。 

３①審査結果に基づき契約し、図書館基本・実施計

画の策定作業に入る。 

①役場周辺土地区画整理事業では、都市構造再編

集中支援事業の益子石並通りの地権者への事業

説明を丁寧に行っていく。ランドスケープ計画で

は、町、地域、団体が連携し景観保全に取り組み、

将来に残すべき資産の重要性について、理解促進

を図り丁寧に進めていく。 

４①町道 155 号参考館線は、用地交渉の準備を進

めていく。町道 170 号線バイパス整備と町道 6

号線では、早期発注に向け工事の設計積算を進め

ていく。学校橋では、補修設計業務を予定通り完

了すると共に、工事発注の準備を進めていく。そ

の他の道路維持事業では、整備必要個所の精査を

継続的に行い、適切な道路管理を進めていく。 

②下水道築造事業では、今年度工区の積算を完了

させ、入札の準備を進めていく。また、浄化セン

ターの沈砂池ポンプ棟増設工事の工程管理や公

営企業会計移行事業の、予算管理にも努めてい

く。 

③発注した地籍図地籍簿作成業務と一筆地測量

業務については、適正な工程管理に努め、検査を

行っていく。 

５①引き続き町公式 SNS への魅力ある投稿を通し

て、フォロワー数を増やしていく。各媒体でユー

ザー層が異なることから、幅広い層に向けて町の

情報発信を行っていく。 



第 3期ましこ未来計画推進シート（総括シート）          令和 6（2024）年度 

基礎目標４ 【 資産 】 

基礎目標 地域資産を活かし、未来へレガシーをつくる 第２四半期 
 

区分 成果指標・KPI 単位 基準値 年度目標値 現在実績値 対前年同期 

成果指標 住みやすい住環境と感じる割合 ％ ― 76.0 78.8(R5) +3.2 

政策１ 
①歴史講座等の参加者数（小～高） 人 189 289 627 +337 

②祭りの参加者数（祭礼参加者数） 人 937 1,037 721(R5) +139 

政策２ ①構成文化財の訪問者数 人 39,508 43,908 12,675 +1,724 

政策３ ①ﾗﾝﾄﾞｽｹｰﾌﾟ計画を手掛ける地区 地区 0 4 4 +3 

政策４ 

①重要通学路の安全な道路の整備率 ％ 63.1 66.2 69.9(R5) +2.4 

②下水道整備率 ％ 82 91.0 83.9(R5) +0.1 

③地籍調査進捗率 ％ 19 26.6 25.3(R5) +1.6 

政策５ ①町公式 SNS のﾌｫﾛﾜｰ（友だち）数 人 2,322(R4) 3,200 3,836     - 
 

実施内容・成果の総括 次期四半期以降への方針 

１①栃木県立博物館共催事業の地域移動博物館「ア

ンモナイトの世界～太古の海の不思議な生き物」

の展示を行い、来場者数は 435 名であった。 

 ②ましこ世間遺産環境整備費補助の支給につい

て制度の適正な審査や事務を行った。 

２①小学生対象の「かさましこ自由研究コンテス

ト」を実施し、益子と笠間から計 28 点の参加が

あった。また、自由研究コンテストのお助け学習

を開催し、27 名の参加があった。 

３①図書館基本・実施設計の契約を締結し、設計作

業に入った。また、図書館基本設計作成に係るワ

ークショップを開催し、10 名の参加があった。 

①役場周辺土地区画整理事業では、水路築造工事

２箇所を発注すると共に、上水道企業団をはじめ

各関係機関との打合せを行った。また、物件移転

補償も地権者との交渉を継続的に行った。 

４①通学路整備事業の町道 4 号栗崎道祖土線の設

計業務を、町道 170 号線バイパス整備事業では、

Ⅰ工区とⅡ工区の工事の発注を行った。また、町

道 6 号生田目本郷線においては工事の発注を行

った。橋梁補修事業では、学校橋補修設計業務が

完了した。その他の道路維持事業では、維持工事

事業の発注を行った。 

 ②今年度予定していた下水道築造工事の発注は

すべて完了した。また、浄化センターの沈砂池ポ

ンプ棟土木建築工事については 7 月末で完了し

た。公営企業会計については、事業移行後適切な

会計処理が行えた。 

 ③新規地区(上大羽Ⅳ、大沢Ⅴ)の一筆地測量業務

について、調査実施のお知らせを発送した。 

 また、調査素図を作成し効率的な調査地の選定に

ついて委託業者と打合せを行った。 

５①町公式 SNS への 7 月から 9 月の投稿数は、

Facebook 26 件、Instagram 31 件、X 26 件、

LINE 75 件、9 月末時点でのフォロワー数はそれ

ぞれ 2,009 人、679 人、261 人、887 人、計 3,836

人となった。 

１①「益子町から出土されたアンモナイトがあるな

んて驚いた」など、好評であった。今後も事業の

継続を検討する。 

 ②補助金の支給については、適切に審査・事務処

理を行っていく。 

２①かさましこの研究を行ってもらうためのお助

け学習「釉薬の不思議」「土の七変化－光る泥団

子づくり」を開催した。かさましこの歴史に触れ

る機会を提供するため引き続き参加を促したい。 

３①図書館基本設計にあたっては、住民参加のワー

クショップで意見をいだたくほか、図書館整備ア

ドバイザーを加え作業を進めていく。  

①役場周辺土地区画整理事業では、発注した工事

が工期内に完了するよう工程管理を行っていく。

また、物件移転については、丁寧な説明で事業へ

の理解を求めていく。 

４①町道 4 号栗崎道祖土線は、事業説明会の準備を

進めていく。町道 170 号線バイパス整備と町道 6

号線では、年度内完了に向け工程管理を行ってい

く。学校橋では、工事の発注に向け準備を進めて

いく。その他の道路維持事業では、整備必要個所

の精査を継続的に行い、適切な道路管理を進めて

いく。 

②下水道築造事業では、発注工事の年度内完了に

向け工程管理を行っていく。また、浄化センター

の沈砂池ポンプ棟機械電気設備の工程管理を行

っていく。公営企業会計事業については上半期事

業業務報告書の作成を進めていく。 

③新規地区の一筆地調査の準備を進めていく。 

また、地籍図地籍簿作成業務の工程管理を行って

いく。認証請求(前沢Ⅰ･Ⅲ、上大羽Ⅰ･Ⅱ)につい

ても準備を進めていく。 

５①引き続き町公式 SNS への魅力ある投稿を通し

て、フォロワー数を増やしていく。各媒体でユー

ザー層が異なることから、幅広い層に向けて町の

情報発信を行っていく。 



第 3期ましこ未来計画推進シート（総括シート）          令和 6（2024）年度 

基礎目標４ 【 資産 】 

基礎目標 地域資産を活かし、未来へレガシーをつくる 第３四半期 
 

区分 成果指標・KPI 単位 基準値 年度目標値 現在実績値 対前年同期 

成果指標 住みやすい住環境と感じる割合 ％ ― 76.0 78.8(R5) +3.2 

政策１ 
①歴史講座等の参加者数（小～高） 人 189 289 627 +330 

②祭りの参加者数（祭礼参加者数） 人 937 1,037 721(R5) +139 

政策２ ①構成文化財の訪問者数 人 39,508 43,908 19,507 +1,308 

政策３ ①ﾗﾝﾄﾞｽｹｰﾌﾟ計画を手掛ける地区 地区 0 4 4 +1 

政策４ 

①重要通学路の安全な道路の整備率 ％ 63.1 66.2 69.9(R5) +2.4 

②下水道整備率 ％ 82 91.0 83.9(R5) +0.1 

③地籍調査進捗率 ％ 19 26.6 25.3(R5) +1.6 

政策５ ①町公式 SNS のﾌｫﾛﾜｰ（友だち）数 人 2,322(R4) 3,200 4,053 - 
 

実施内容・成果の総括 次期四半期以降への方針 

１①歴史めぐりツアーは、田中正造に関するツアー

（栃木市方面）を実施、31 名の参加があった。

第１回歴史講座「縄文時代の食べ物・益子の縄文

土器」を開催 37 名の参加があった。 

 ②ましこ検定･世間遺産実行委員会を開催した。

ましこ世間遺産環境整備の補助申請を 9 件受付、

延べ 21 件となった。世間遺産ロゲイニングイベ

ントを開催し 25 名の参加があった。 

２①かさましこガイド育成講座の第 2 回、第 3 回

を実施し、15 名の参加があった。かさましこバ

スツアーを実施し、益子日帰り 20 名、笠間日帰

り 23 名の参加があった。 

３①図書館基本設計作成に係るワークショップ

（10/19、11/30）を２回開催し、20 名の参加があ

った。併せて、図書館の基本設計業務を関係機関

等と打合せを行い進めた。 

①役場周辺土地区画整理事業では、水路築造工事

２箇所の打合せ等工程管理を行うと共に、電線共

同溝の施工について各関係機関との打合せを行

った。また、物件移転補償も地権者との交渉を継

続的に行った。 

４①通学路整備事業の町道 4 号栗崎道祖土線の用

地測量業務を、町道 170 号線バイパス整備事業

では、Ⅲ工区の工事発注を行った。また、町道 6

号生田目本郷線においては舗装工事の発注を行

った。橋梁補修事業では、学校橋補修工事とその

他の橋梁点検業務の発注を行った。 

 ②下水道築造工事については、区画整理地内の一

部の工事を除き発注した。また、浄化センターの

沈砂池ポンプ棟機電設備工事については、工場製

作中の進捗打合せを行った。公営企業会計につい

ては、経営戦略の改定業務打合せを行った。 

 ③新規地区(上大羽Ⅳ、大沢Ⅴ)の一筆地測量業務

を行い、概ね終了した。 

 継続地区(前沢Ⅳ、上大羽Ⅲ、大沢Ⅳ)の地籍簿・

地籍図閲覧について関係機関と協議を行った。 

５①町公式 SNS への 10 月から 12 月の投稿数は、

Facebook 25 件、Instagram 26 件、X 15 件、

LINE 48 件、12 月末時点でのフォロワー数はそ

れぞれ 2,042 人、786 人、279 人、946 人、計

4,053 人となった。 

１①歴史講座については、参加者が多く満足度も高

い事業となっているが、受講者が固定化されてい

るため、新規受講者の取り込みについて検討して

いく。 

 ②３月開催の田野地区エリアでの歴史探訪ツア

ー準備を進めていく。 

 

 

２①ガイド育成講座では笠間市・益子町の文化財を

活用したフィールドワークを行いスキルアップ

につながった。バスツアーで文化財のガイドを行

い、質の高い旅行を提供することができた。 

３①図書館基本設計の作成については、住民ワーク

ショップの意見も考慮し、アドバイザーの意見も

参考にしながら進めていく。 

①役場周辺土地区画整理事業では、発注工事の工

期内完了に向け工程管理を行っていく。電線共同

溝の詳細設計について調整を行っていく。また、

物件移転については、丁寧な説明で事業への理解

を求めていく。 

 

４①町道 4 号栗崎道祖土線は、委託業務の工程管理

を、町道 170 号線バイパス整備と町道 6 号線で

は、年度内完了に向け工程管理を行っていく。学

校橋の補修工事とその他の橋梁点検業務の工程

管理を行っていく。その他の道路維持事業では、

適切な道路管理を進めていく。 

②下水道築造事業では、発注工事の年度内完了に

向け工程管理を行っていく。また、浄化センター

の沈砂池ポンプ棟機械電気設備の工場製作工程

管理を行っていく。公営企業会計事業移行に伴

い、経営戦略の策定業務を進めていく。 

③新規地区の一筆地調査については、未立会地の

調査を進めていく。 

また、継続地区の地籍図・地籍簿の閲覧について

準備を進めていく。 

５①引き続き町公式 SNS への魅力ある投稿を通し

て、フォロワー数を増やしていく。 

各媒体でユーザー層が異なることから、幅広い層

に向けて町の情報発信を行っていく。 



第 3期ましこ未来計画推進シート（総括シート）          令和 6（2024）年度 

基礎目標４ 【 資産 】 

基礎目標 地域資産を活かし、未来へレガシーをつくる 第４四半期 
 

区分 成果指標・KPI 単位 基準値 年度目標値 現在実績値 対前年同期 

成果指標 住みやすい住環境と感じる割合 ％ ― 76.0 77.1 △1.7 

政策１ 
①歴史講座等の参加者数（小～高） 人 189 289 627 +330 

②祭りの参加者数（祭礼参加者数） 人 937 1,037 655 △66 

政策２ ①構成文化財の訪問者数 人 39,508 43,908 26,617 +2,660 

政策３ ①ﾗﾝﾄﾞｽｹｰﾌﾟ計画を手掛ける地区 地区 0 4 4    +1 

政策４ 

①重要通学路の安全な道路の整備率 ％ 63.1 66.2 71.8  +1.9 

②下水道整備率 ％ 82 91.0 83.9 +0.1 

③地籍調査進捗率 ％ 19 26.6 26.5 +1.2 

政策５ ①町公式 SNS のﾌｫﾛﾜｰ（友だち）数 人 2,322(R4) 3,200 4,236 - 
 

実施内容・成果の総括 次期四半期以降への方針 

１①第２回歴史講座「遺跡分布調査と地域の歴史」

を開催 47 名の参加があった。 

 歴史講座企画展「益子の縄文土器－御霊前遺跡出

土土器－」を実施、50 名の来場者があった。 

①ましこ検定受験者は一般が 8 名（合格 6 名）、

中学生が 163 名（合格 63 名）で前年比△34 名

（合格△58 名）と減少した。 

②民族芸能継承支援については、地域での継承活

動として 27 団体 655 名の参加があった。 

②ましこ世間遺産の環境整備費補助申請があり
延べ 32 件あった。 

②世間遺産探訪ツアー「民話でつづるましこ世間

遺産めぐり」を開催 9 名の参加があった。  

２①かさましこ有料ガイド育成講座を実施し、実践

講座 23 名、座学 12 名の参加があった。 

①日本遺産シンポジウム「北関東陶業の成立と展
開」を開催 135 名の参加があった。 

３①図書館建設に向け、関係機関との調整を行い、

基本設計作業を進めた。 

①役場周辺土地区画整理事業では、臨時総会を開

催し、令和６年度予算の繰越と令和７年度収支予

算を議決した。水路築造工事１箇所繰越事業とす

ると共に、電線共同溝の施工について各関係機関

との打合せを行った。また、物件移転補償も地権

者との交渉を継続的に行った。 

４①通学路整備事業では、町道 4 号栗崎道祖土線及

び町道 155 号参考館線の用地交渉を、町道 6 号

生田目本郷線においては舗装工事を繰越事業と
した。橋梁補修事業では、学校橋補修工事は計画

通り完成した。 

 ②下水道築造工事については、区画整理地内の一

部と塙地区は計画通り完了した。また、浄化セン

ターの沈砂池ポンプ棟機械電気設備工事につい

ては、工場製作中の進捗打合せを行った。 

 ③新規地区(上大羽Ⅳ、大沢Ⅴ)の一筆地測量業務

を行い、概ね終了した。継続地区(前沢Ⅳ、上大羽

Ⅲ、大沢Ⅳ)の地籍簿・地籍図閲覧について関係

機関と協議を行った。 
５①町公式SNSへの1～3月の投稿数は、Facebook18

件、Instagram60 件、X12 件、LINE 48 件、3 月
末時点でのフォロワー数はそれぞれ 2,087 人、861

人、299 人、989 人、計 4,236 人となった。 

１①歴史講座等の参加者数が前年度比増となって

いるが、出前講座が 3 中学校中 1 校の実績だっ

たため、学校への協力を求めるとともに、一般参

加者を増やす企画を検討する。 

①ましこ検定（中学生の部）の受験をデジタル化

した、今後、一般の部の受検方法としても検討し

ていく。 

②民族芸能継承の活動支援を継続していくとと

もに、ましこ世間遺産環境整備費補助について

も、令和７年度以降も継続していく。 

②民話を現地（世間遺産）で聞く特別感を味わう

ことが出来、参加者にとても好評であった。地域

文化や資源の普及啓発事業として継続していく。 

２①有料ガイドの実践の場として、「かさましこツ

アー」を実施することが出来た。今後は内容の充

実努めるとともに、有料ガイドについても、引き
続き育成と実践事業を行っていく。 

３①令和７年度は、図書館建設工事の実施設計を行

う。 

①役場周辺土地区画整理事業では、発注工事の繰

越について工程管理を行っていく。電線共同溝の

詳細設計について関係機関と調整を行っていく。

また、物件移転や補償については、丁寧な説明で

事業への理解を求めていく。 

 

４①町道 4 号栗崎道祖土線と町道 155 号線につい

ては、用地交渉を進めていく。次年度発注予定の

橋梁補修工事とその他の橋梁点検業務の発注準
備を進めていく。その他の道路維持事業では、適

切な道路管理を進めていく。 

②下水道事業では、浄化センターの沈砂池ポンプ

棟機械電気設備の工場製作について工程管理を

行っていく。 

③新規地区の一筆地調査については、財務事務所

や法務局との協議を進めていく。 

また、継続地区の認証請求について準備を進めて

いく。 

５①引き続き町公式 SNS への魅力ある投稿を通し

て、フォロワー数を増やしていく。 

各媒体でユーザー層が異なることから、幅広い層

に向けて町の情報発信を行っていく。 
 



第３期ましこ未来計画推進シート

シート1【　計画・実施状況シート　】
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人
対前年
同期比

+330 人

対前年
同期比
対前年
同期比

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

主
な
取
組
内
容

①益子町歴史文化基本構想の改正、もしくは文化財
保存活用地域計画の作成
①文化財修理補助事業の遂行、文化財周辺環境整
備
②詳細遺跡分布地図（R4完成）
③歴史探訪ツアーの検討
④ましこ検定・世間遺産実行委員会の開催
⑤ふるさと教育（社会科校外学習等）の協力

①益子町歴史文化基本構想の改正、もしくは文化財
保存活用地域計画の作成
①文化財修理補助事業の遂行、文化財周辺環境整
備
②詳細遺跡分布地図（R4完成）
③歴史探訪ツアーの検討
④ましこ検定・世間遺産実行委員会の開催
⑤ふるさと教育（社会科校外学習等）の協力

①益子町歴史文化基本構想の改正、もしくは文化財
保存活用地域計画の作成
①文化財修理補助事業の遂行、文化財周辺環境整
備
②詳細遺跡分布地図（R4完成）
③歴史探訪ツアーの検討
④ましこ検定・世間遺産実行委員会の開催
⑤ふるさと教育（社会科校外学習等）の協力

①文化庁調査官調査（圓通寺防火設備）12/3
①第2回文化財保存資金調達アドバイザー派遣（オンライ
ン）12/26　県2・町2・自治会4・レディフォー2名
③④ましこ検定・世間遺産実行委員会の開催 12/19　6名
⑤第1回歴史講座「縄文時代の食べ物・益子の縄文土器」
12/14  37名

①町文化財保護審議会の開催 1/24　4名
①文化財防火訓練　1/19　7箇所　参加者165名
①第3回文化財保存資金調達アドバイザー派遣（現地）1/28　県
2・町3・自治会6・レディフォー3名
③④ましこ検定・世間遺産実行委員会の開催 1/23　7名
⑤第2回歴史講座「遺跡分布調査と地域の歴史」1/26　47名
⑤歴史講座関連企画展「益子の縄文土器－御霊前遺跡出土土
器－」12/25～1/16　50名

①第4回文化財保存資金調達アドバイザー派遣（オンライ
ン）2/12　町1・自治会5・レディフォー3名
①第5回文化財保存資金調達アドバイザー派遣（オンライ
ン）2/25　県2・町2・自治会5・レディフォー3名
④ましこ検定（一般）1/22.23　受検者8名.合格者6名
④ましこ検定（益子中）1/28　受検者96名.合格者56名

①町指定文化財（天然記念物）登録「長谷寺の大銀杏」
3/21
①郡文化財保護審議会　3/21　冊子「芳賀の文化財」編集
④ましこ検定（田野中）3/12　受検者23名.合格者7名
④ましこ検定（七井中）3/19　受検者44名.合格者0名

①文化財修繕（益子参考館上台茅葺屋根）県完了検査
7/26

なし

①R7文化財修繕（圓通寺防火設備）県予算要望ヒアリング
9/3
⑤栃木県立博物館共催事業.移動博物館「アンモナイトの
世界～太古の海の不思議な生き物」展示　7/27～9/1来場
者数 435名（19歳以下305名※割合算出）

①文化庁調査官調査（綱・大倉神社）10/11
①第1回文化財保存資金調達アドバイザー派遣（オンライン）綱・
大倉神社・上大羽自治会　10/31　県2、町2、自治会4、レディ
フォー3名　10/31
③歴史めぐりツアー  田中正造（栃木市方面）10/19　31名
⑤R7栃木県立博物館共催事業.移動博物館「昆虫の世界～まし
こに暮らす昆虫から世界の昆虫まで～」概要確定 10/31

①文化庁調査官調査（益子参考館上台・網.大倉神社）
11/27

①年間計画（スケジュール・工程） ②実施内容・実績・成果

なし

①町文化財保護審議会の開催 5/17　5名
③歴史めぐりツアー  土浦市立博物館他 5/25　29名
⑤出前講座「かさましこ」益子中1年 5/24　95名
⑤出前講座「小宅古墳群」益西小6年 5/30　45名

③④ましこ検定・世間遺産実行委員会の開催 6/25　6名
⑤出前講座「益子の歴史」益子小6年 6/5　46名
⑤出前講座「小宅古墳群」田野小6年 6/12 35名
⑤出前講座「小宅古墳群」七井小6年 6/24 52名
⑤出前講座「小宅古墳群」益子小6年 6/25 49名

①益子町歴史文化基本構想の改正、もしくは文化財
保存活用地域計画の作成
①文化財修理補助事業の遂行、文化財周辺環境整
備
②詳細遺跡分布地図（R4完成）
③歴史探訪ツアーの検討
④ましこ検定・世間遺産実行委員会の開催
⑤ふるさと教育（社会科校外学習等）の協力

KPI 本年度目標値 現状値

627

KPI 本年度目標値 現状値

KPI 歴史講座等の小・中・高校生の参加者数 本年度目標値 289 現状値

施策 歴史や文化財の活用 進捗状況 100%

関連する
優先目標

関連する
SDGs

　　―

R6（2024）

課局名 生涯学習課

基礎目標 ４ 地域資産を活かし、未来へレガシーをつくる 政策 歴史や文化財、風土の活用と継承

p69 生涯学習課（文）



シート2【　四半期検証シート　】

297

第
３
四
半
期

①綱・大倉神社茅葺屋根改修（令和8年度予定）の管理者の資金調達方法について、文化財保存資金調達アド
バイザー派遣事業（県事業）を活用し、民間講師READYFOR（ﾚﾃﾞｨｰﾌｫｰ）の相談会や研修会に参加。今後の茅
葺屋根修繕にともなう資金調達方法について”成功するクラウドファンディングの手法”を中心としたアドバイスを
受けることができた。
③ましこ検定実行委員会において、今年度から中学生受験の手法をデジタル化する方向で決定し、1月校長会
にて提案予定。
③④ましこ世間遺産実行委員会において、田野地区エリアでの歴史探訪ツアーを3月開催で計画し準備を進め
る。
⑤第1回歴史講座「縄文土器」については多くの参加者があり、アンケート結果からも満足度の高い事業となって
いる。受講者が固定化しているため、新規受講者の取り込みについて検討していきたい。

総
括

(

第
４
四
半
期
含

)

①益子町歴史文化基本構想計画見直しのための推進委員会を開催することが出来なかった。次年度は推進委
員会を開催し、現基本構想の改定または、新たな活用計画作成を検討し、策定までの長期スケジュールを協議し
ていく。
①綱・大倉神社茅葺屋根改修（令和8年度予定）の資金調達方法について、文化財保存資金調達アドバイザー
派遣事業（県事業）を活用し、民間講師READYFOR（ﾚﾃﾞｨｰﾌｫｰ）の相談会を5回開催した。管理者を中心に「綱・
大倉神社修繕委員会」を発足し、次年度に向けて、茅葺屋根修繕のためのクラウドファンディングを実施する方向
で話が進んだ。
②埋蔵文化財詳細地図は令和４年度で完成。今後においては、埋蔵文化財保護行政の基礎資料として活用し
ていく。
④ましこ検定（中学生の部）の受験方法をデジタル化（タブレットのタッチパネルで回答する）し、問題なく実施する
ことができた。今後、一般の部の受検方法としても検討していくと同時に、観光客向けの「ましこクイズ」への応用な
ど考えていきたい。
③④ましこ世間遺産実行委員会において、田野地区エリアでの歴史探訪ツアーを3月開催で計画し準備を進め
る。
④町内の全小中学校を対象としたふるさと教育として、主に地元の文化財や遺跡を中心とした講義を継続してい
く。KPI（歴史講座等の小中高校生の参加者数）について前年度比較増となっているが、出前講座が3中学校中1
校の実績だったため、次年度は3中学校で実施できるよう学校への協力を求めるとともに、一般参加者を増やす
企画を検討する。

第
２
四
半
期

①益子参考館上台（県指定文化財）茅葺屋根の修繕事業完了した。今回の修繕箇所は主に建物正面南側の茅
の葺き替えを行ったが、茅葺屋根北側についても５年後を想定して修繕計画を進める必要があり、引き続き補助
金活用についても計画に入れ検討していく。
⑤栃木県立博物館共催事業「移動博物館」を開催した。テーマは「「アンモナイトの世界～太古の海の不思議な
生き物」。開催期間は7/27～9/1。来場者数は延べ435名だった。来場者アンケートでは、「益子町から出土され
たアンモナイトがあるなんて驚いた」「なかなか博物館には行けないので、益子でこのような展示を見ることが出来
てよかった」などの意見もあり講評だった印象。今後も、継続したいと考える。

③担当課による点検・検証および
次期四半期（第4四半期は次年度）以降の改善点等

第
１
四
半
期

①益子町歴史文化基本構想策定から5年が経過し、内容の見直し・更新を行う時期となっている。あわせて文化
庁においては"文化財の保存・活用の一層の促進"を目的とした新たな計画「文化財保存活用地域計画」作成に
ついて推奨されている。活性地域計画を策定することで補助対象事業の拡張を図れることもあり、現基本構想の
改定、または、新たな活用計画作成を行うか、文化財保護審議会にて検討していく。
②埋蔵文化財詳細地図は令和４年度で完成。今後においては、埋蔵文化財保護行政の基礎資料として活用し
ていく。
④ましこ検定については、一般受検者数の減少傾向が見られることから、デジタル検定の導入について検討して
いくこととなった。まずは、実現可能な手法をリサーチし、導入予算や維持費などを踏まえて、実行委員との協議
を進めていく。
④出前講座については、町内の全小中学校を対象としたふるさと教育として、主に地元の文化財や遺跡を中心と
した講義を実施することができた。ひきつづき実施していきたい。

p69 生涯学習課（文）



シート3【　外部検証委員会・議会からの意見・提言シート　】

総
括

継続性について
A：このまま継続　○
B：改善・見直し
C：廃止・終了

意見・提言
③笠間市との連携を深めて、歴史探訪ツアーのコース
研究などを進めてほしいです。
④デジタル版「ましこ検定」の精度を上げて実施すること
や、観光客向け「ましこクイズ」の実施など楽しみなもの
が多く、期待しています。ましこ世間遺産なども取り上げ
られると、興味関心が高まると思います。（P69,P70,P71
共通の意見）

笠間市との連携を深めながら、多くの来訪者に来ていた
だけるような魅力あるツアーを検討していきたい。
デジタル版「ましこ検定」は、画像や図、絵などを多く用
いてさらに充実したものとなるよう努める。
観光客向け「ましこクイズ」は、デジタル版「ましこ検定」
を上手く活用しながら、楽しみながらできるよう検討して
いきたい。
さらに、ましこ世間遺産なども取り上げて内容の充実を
図り、より興味関心を高めることができるよう努める。

④外部検証委員会の意見・提言
⑤外部検証委員会・議会の意見・提言を受けての

次年度以降への方針・改善点
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第３期ましこ未来計画推進シート

シート1【　計画・実施状況シート　】

　　―

人
対前年
同期比

△66 人

対前年
同期比
対前年
同期比

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

主
な
取
組
内
容

①ましこ検定・世間遺産実行委員会の開催
②ましこ世間遺産環境整備費補助
②民俗芸能継承支援の促進
③メディア・SNS等を活用した広報PR

①ましこ検定・世間遺産実行委員会の開催
②ましこ世間遺産環境整備費補助
②民俗芸能継承支援の促進
③メディア・SNS等を活用した広報PR

①ましこ検定・世間遺産実行委員会の開催
②ましこ世間遺産環境整備費補助
②民俗芸能継承支援の促進
③メディア・SNS等を活用した広報PR

①ましこ検定・世間遺産実行委員会の開催 12/19　6名
②ましこ世間遺産環境整備費補助　申請2件（延べ21件）

②ましこ世間遺産環境整備費補助　申請6件（延べ27件）

②ましこ世間遺産環境整備費補助　申請1件（延べ28件）

②民俗芸能等維持保存交付金実績　民俗芸能への参加
者27団体　655名
②ましこ世間遺産環境整備費補助　申請4件（延べ32件）
③世間遺産探訪ツアー「民話でつづるましこ世間遺産め
ぐり」　参加者9名　3/8
③下野新聞「Aspoアスポ」ましこ世間遺産特集記事掲載
3/26

②ましこ世間遺産環境整備費補助　申請4件（延べ5件）

②ましこ世間遺産環境整備費補助　申請5件（延べ10件）

②ましこ世間遺産環境整備費補助　申請2件（延べ12件）

②ましこ世間遺産環境整備費補助　申請0件（延べ12件）

②ましこ世間遺産環境整備費補助　申請7件（延べ19件）
⑤世間遺産ロゲイニングイベント　参加者25名　11/17

①年間計画（スケジュール・工程） ②実施内容・実績・成果

なし

②民俗芸能等維持保存交付金申請・交付決定　27/28
団体

①ましこ世間遺産実行委員会の開催 6/25　 6名
②ましこ世間遺産環境整備費補助　申請1件
③ましこ世間遺産についてのインタビュー取材対応
　小学館メディアサイト「@DIME」

①ましこ検定・世間遺産実行委員会の開催
①ましこ世間遺産を活用したビューポイント造成（R5作
成済）
②ましこ世間遺産環境整備費補助
②民俗芸能継承支援の促進
③メディア・SNS等を活用した広報PR

KPI 本年度目標値 現状値

655

KPI 本年度目標値 現状値

KPI 祭りの参加者数（祭礼参加者数） 本年度目標値 1,037 現状値

施策 風習の継承 進捗状況 100%

関連する
優先目標

関連する
SDGs

　　―

R6（2024）

課局名 生涯学習課

基礎目標 ４ 地域資産を活かし、未来へレガシーをつくる 政策 歴史や文化財、風土の活用と継承
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シート2【　四半期検証シート　】

721

第
３
四
半
期

①ましこ世間遺産環境整備費補助の支給について、適正な審査・事務処理を行う。
③ましこ世間遺産実行委員会において、田野地区エリアでの歴史探訪ツアーを3月開催で計画し準備を進める。

総
括

(

第
４
四
半
期
含

)

②ましこ世間遺産環境整備費補助の支給について、適正な審査・事務処理を行う。
②祭礼参加者については、町指定民俗芸能10団体、未指定が17団体が実施することが出来た。昨年度より参加
人数が減少した要因としては、１団体が「参加者が集まらない」という理由で活動出来なかった。後継者不足問題
については大きな課題として、活動支援を引き続き継続していく。
③ましこ世間遺産実行委員会において、歴史探訪ツアー「民話でつづるましこ世間遺産めぐり～サイクリングで田
野探訪～」を開催した。民話の語りを「益子かたりべの会」に協力いただき、民話を現地（世間遺産）で聞く特別感
を味わうことが出来る仕立てとし、参加者にはとても好評であった。今後も地域文化・資源の普及啓発事業として、
引き続き実施していく。

第
２
四
半
期

①ましこ世間遺産環境整備費補助の支給について、適正な審査・事務処理を行う。

③担当課による点検・検証および
次期四半期（第4四半期は次年度）以降の改善点等

第
１
四
半
期

①ましこ世間遺産については、地域資源を活用した周知・PRを強化し、イベント開催（周遊ツアー等）を計画する。
加えて、今まで戦略として弱かったSNS活用のPRにも力を入れていきたい。
①ましこ世間遺産環境整備費補助の支給について、適正な審査・事務処理を行う。
②民俗芸能等維持保存交付金交付の支給について、適正な審査・事務処理を行う。
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シート3【　外部検証委員会・議会からの意見・提言シート　】

総
括

継続性について
A：このまま継続　○
B：改善・見直し
C：廃止・終了

意見・提言
デジタル版「ましこ検定」の精度を上げて実施すること
や、観光客向け「ましこクイズ」の実施など楽しみなもの
が多く、期待しています。ましこ世間遺産なども取り上げ
られると、興味関心が高まると思います。（P69,P70,P71
共通の意見）

デジタル版「ましこ検定」は、画像や図、絵などを多く用
いてさらに充実したものとなるよう努める。
観光客向け「ましこクイズ」は、デジタル版「ましこ検定」
を上手く活用しながら、楽しみながらできるよう検討して
いきたい。
さらに、ましこ世間遺産なども取り上げて内容の充実を
図り、より興味関心を高めることができるよう努める。

④外部検証委員会の意見・提言
⑤外部検証委員会・議会の意見・提言を受けての

次年度以降への方針・改善点
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第３期ましこ未来計画推進シート

シート1【　計画・実施状況シート　】

　　―

人
対前年
同期比

+2,660 人

対前年
同期比
対前年
同期比

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

主
な
取
組
内
容

①有料ガイド化推進
②ラーニングバケーション・体験ツーリズム推進
③シンポジウムの開催
④関連商品開発促進
⑤広報・案内板等の設置等の促進

①有料ガイド化推進
②ラーニングバケーション・体験ツーリズム推進
③シンポジウムの開催
④関連商品開発促進
⑤広報・案内板等の設置等の促進

①有料ガイド化推進
②ラーニングバケーション・体験ツーリズム推進
③シンポジウムの開催
④関連商品開発促進
⑤広報・案内板等の設置等の促進

〇かさましこ（文化・観光）ワーキング会議　12/17
①ガイド育成講座(3)参加者　実践11名　12/8
②かさましこバスツアー（笠間日帰り）参加者23名　12/1
⑤日本遺産御周印　押印0件
⑤構成文化財の訪問者数　12月/1,134名

⑤かさましこPRブース出展　イオンモール佐野「栃木県フェ
ア」1/8-13
⑤日本遺産御周印　押印0件
⑤構成文化財の訪問者数　1月/3,160名

①ガイド育成講座(4)参加者 座学8名　実践17名　2/8
③日本遺産シンポジウム　「北関東陶業の成立と展開」
　参加者135名　2/15
④食のコラボin道の駅かさま・ましこ　2/15-16
⑤日本遺産御周印　押印4件
⑤構成文化財の訪問者数　2月/1,771名

⑤日本遺産御周印　押印4件
⑤構成文化財の訪問者数　3月/2,179名

〇かさましこ日本遺産文化振興・観光振興合同ワーキング会
議 7/5　13名
①かさましこガイドの会　参加者14名　7/3
⑤かさましこ自由研究コンテスト お助け学習① 参加者10名
7/30
⑤構成文化財の訪問者数　7月/1,329名

①ガイド育成講座(1)　参加者　実践12名　8/24
⑤かさましこ自由研究コンテスト お助け学習② 参加者17名
8/3
⑤構成文化財の訪問者数　8月/1,830名

⑤かさましこ自由研究コンテスト 出品（笠間27点.益子1点）
⑤広報.栃木県観光プロモーション事業「本物の出会い栃
木」観光素材集へ「かさましこ（岩下製陶）」掲載
⑤広報.下野新聞「栃木の日本遺産をめぐる」掲載、購読者
プレゼントにかさましこ商品提供　9/23
⑤構成文化財の訪問者数　9月/1,565名

〇かさましこ（文化・観光）ワーキング会議　10/1
①ガイド育成講座(2)　参加者　座学4名　10/13
⑤日本遺産御周印（陶芸美術館）押印1件  ※事業開始9月
⑤日本遺産フェスティバルin極上の会津出展PR　10/26-27
⑤構成文化財の訪問者数　10月/2,385名

②かさましこバスツアー（益子日帰り）参加者20名　11/4
⑤かさましこメタバース事業関係者打合せ　11/7
⑤日本遺産御周印　押印2件
⑤構成文化財の訪問者数　11月/4,273名

①年間計画（スケジュール・工程） ②実施内容・実績・成果

⑤構成文化財の訪問者数　4月/1,849名

〇かさましこ日本遺産総会5/24　12名
①かさましこ認定ガイド認定式5/24　対象16名代表交付2名
⑤構成文化財の訪問者数　5月/3,624名

①かさましこガイドの会運営委員会　6/27　4団体協議
⑤構成文化財の訪問者数　6月/1,518名

①有料ガイド化推進
②ラーニングバケーション・体験ツーリズム推進
③シンポジウムの開催
④関連商品開発促進
⑤広報・案内板等の設置等の促進

KPI 本年度目標値 現状値

26,617

KPI 本年度目標値 現状値

KPI 構成文化財の訪問者数 本年度目標値 43,908 現状値

施策 日本遺産の普及・啓発、周遊ルートなどの環境整備 進捗状況 100%

関連する
優先目標

関連する
SDGs

　　―

R6（2024）

課局名 生涯学習課

基礎目標 ４ 地域資産を活かし、未来へレガシーをつくる 政策 日本遺産を通じた地域活性化の推進

p71 生涯学習課（文）



シート2【　四半期検証シート　】

23957

第
３
四
半
期

①有料ガイド育成講座の第2回、第3回が実施され、笠間市・益子町の文化財を活用したフィールドワークや基本
講座を実施し、ガイドのスキルアップに繋がる取組みが出来た。
②かさましこバスツアーの県外誘客20人に対し、かさましこ有料ガイドが文化財ガイドを行い、観光客の多様な趣
向・関心に添うことの出来る質の高い旅行を提供することができていた。現在、実績は少ないので、今後において
は実践数を増やしていきたい。
⑤日本遺産御周印帳（全国共通事業）が9月からはじまり、益子町では益子陶芸美術館、笠間市では井筒屋資料
館で受付している。令和6年度中は無料での押印。令和7年度以降は有料化し、収入の一部が協議会と受付施設
の収益となる仕組み。御朱印収集家の新たな収集コンテンツとして「日本遺産御周印」が広まっていくことにも期
待。

総
括

(

第
４
四
半
期
含

)

①有料ガイドの運用についてはかさましこ日本遺産活性化協議会と笠間市・益子町の両観光協会事務局が連携
し、ガイドの育成と、実践事業を継続していく。次年度の目標としてガイディングメニューを一般向けに広報・販売
していけるよう取り組んでいく。
②有料ガイドの実践の場として、「かさましこツアー」を実施することが出来た。ツアー参加者アンケートでは、「食」
の充実のほか、歴史・文化ガイドによる現地見学が講評だった。かさましこツアーは今後毎年開催を予定してお
り、内容の充実を図り来訪者の満足度を高め、リピーターを増やしていくよう取り組んでいく。
③かさましこ調査研究事業の成果発表としての講演会を実施していけるよう、笠間市も含め調査研究事業を推進
していきたい。（調査研究事業は過去未実施）
④昨年度までに商品化された10品に加え、今年度も継続し「かさましこ関連商品」の造成と、販売ＰＲ企画を展開
していく。
⑤かさましこ日本遺産の広報手段のひとつである公式ウェブサイトの充実を図っていきたい。

第
２
四
半
期

⑤小学校の夏休み期間に合わせて、かさましこ自由研究コンテストを実施。子どもたちの個々の目線で「かさまし
こ」に関連した研究を行ってもらうための、お助け学習「釉薬の不思議」「土の七変化-光る泥団子づくり-」を開催
し、かさましこの歴史に触れる機会を提供することができた。自由研究は笠間27点、益子1点の出店があり、笠間
市と益子町でそれぞれ展示発表を行う。益子からの出展数が1点だったのが課題。

③担当課による点検・検証および
次期四半期（第4四半期は次年度）以降の改善点等

第
１
四
半
期

①かさましこ認定ガイドが16名登録となった。ガイドの会運営委員会において、ガイド運用の制度設計、運用体制
などの実務的協議が進んだ。
②有料ガイドの実践の場として、首都圏からの誘客を想定した「かさましこツアー」の実施を検討。歴史・文化に興
味を示す顧客に対して体験メニューを織り交ぜたラーニングバケーション商品の造成を検討する。
③笠間市・益子町それぞれの会場にて、シンポジウム開催を計画する。
④昨年度までに商品化された10品に加え、今年度も継続し「かさましこ関連商品」の造成と、販売ＰＲ企画を展開
したいと考える。
⑤かさましこ日本遺産の広報手段のひとつである公式ウェブサイトの充実を図っていきたい。

p71 生涯学習課（文）



シート3【　外部検証委員会・議会からの意見・提言シート　】

継続性について
A：このまま継続　○
B：改善・見直し
C：廃止・終了

意見・提言
笠間市との連携を深めて、歴史探訪ツアーのコース研
究などを進めてほしいです。（P69,P70,P71共通の意見）

笠間市との連携を深めながら、多くの来訪者に来ていた
だけるような魅力あるツアーを検討していきたい。さら
に、ガイドの育成と実践事業を継続し、引き続き実施し
ていく。

④外部検証委員会の意見・提言
⑤外部検証委員会・議会の意見・提言を受けての

次年度以降への方針・改善点
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第３期ましこ未来計画推進シート

シート1【　計画・実施状況シート　】

2「住みたいまち」

地区
対前年
同期比

+1 地区

対前年
同期比
対前年
同期比

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

主
な
取
組
内
容

③アカマツ復活プロジェクト
④円道寺池、大郷戸ダム周辺緑地の保全活動

③アカマツ復活プロジェクト
④円道寺池、大郷戸ダム周辺緑地の保全活動

④円道寺池、大郷戸ダム周辺緑地の保全活動

③12/16　アカマツの枝打ち体験

なし

③2/6　アカマツの植樹体験
④2/19　栃木県防災航空隊と大郷戸ダム訓練利用に係
る打合せ

④3/17　大郷戸ダム状況確認

なし

④8/25　大郷戸ダム状況確認

④9/4　大郷戸ダム状況確認

④10/16～18　大郷戸ダム周辺草刈り業務

なし

①年間計画（スケジュール・工程） ②実施内容・実績・成果

④4/19　大郷戸ダム状況確認

なし

④6/28　大郷戸ダム状況確認

④円道寺池、大郷戸ダム周辺緑地の保全活動

KPI 本年度目標値 現状値

4

KPI 本年度目標値 現状値

KPI ランドスケープ計画を手掛ける地区 本年度目標値 4 現状値

施策 風景・デザイン・利便性が調和する「ましこならでは」の地域づくり 進捗状況 100%

関連する
優先目標

関連する
SDGs

11まちづ
くり

R6（2024）

課局名 農政課

基礎目標 ４ 地域資産を活かし、未来へレガシーをつくる 政策 ランドスケープデザインと連携した地域づくり

p72 農政課



シート2【　四半期検証シート　】

第
３
四
半
期

③アカマツ復活プロジェクトについては、12/16に益子西小学生6年生45名による枝打ち体験を行った。

④大郷戸ダムの景観保全については、引き続きシルバー人材センターへ委託し、ダム周辺緑地の保全に努め
る。

総
括

(

第
４
四
半
期
含

)

③アカマツ復活プロジェクトについては、2/6に益子西小学生5年生44名によるアカマツの植樹体験を行った。次
年度については、引き続き益子の森にて小学生による枝打ち・植樹体験を予定しており、実施に向けて関係者間
の連絡・調整を進めていく。

④大郷戸ダムの景観保全については、引き続きシルバー人材センターへ委託し、ダム周辺緑地の保全に努め
る。
　2/19の打合せについて県航空隊と、訓練とその他利用に関して協議し、看板を設置した。

　景観保全に関してはおおむね達成できた。
　一部、マナーの悪い利用（直火のたき火跡など）が見受けられたのでHPを更新し、親水公園利用の許可申請に
ついて周知した。
　また来年度は日光森林事務所の国有林伐採業務が実施されるため関係機関との情報共有を密にし、利用者へ
周知していく。

第
２
四
半
期

④大郷戸ダムの景観保全については、引き続きシルバー人材センターへ委託し、ダム周辺緑地の保全に努め
る。

③担当課による点検・検証および
次期四半期（第4四半期は次年度）以降の改善点等

第
１
四
半
期

④大郷戸ダムの景観保全については、引き続きシルバー人材センターへ委託し、ダム周辺緑地の保全に努め
る。

p72 農政課



シート3【　外部検証委員会・議会からの意見・提言シート　】

総
括

継続性について
A：このまま継続　○
B：改善・見直し
C：廃止・終了

意見・提言
なし

③アカマツ復活プロジェクトを継続して実施する。
④引き続き、ダム周辺の緑地景観の保全に努める。

④外部検証委員会の意見・提言
⑤外部検証委員会・議会の意見・提言を受けての

次年度以降への方針・改善点

p72 農政課



第３期ましこ未来計画推進シート

シート1【　計画・実施状況シート　】

2「住みたいまち」

地区
対前年
同期比

+1 地区

対前年
同期比
対前年
同期比

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

主
な
取
組
内
容

①役場周辺土地区画整理事業
②都市集中再編支援事業
●ランドスケープ

①役場周辺土地区画整理事業
②都市集中再編支援事業
●ランドスケープ

①役場周辺土地区画整理事業
②都市集中再編支援事業
●ランドスケープ

①電線共同溝打合せ12/9
　電線共同溝参画企業会議12/12
　物件移転交渉　２回
　水路工事打合せ

①電線類共同溝参画事業者会議　1/20
　　上水道企業団打合せ　1/27
②㈱かましん本部訪問（用地交渉）　1/14
　　㈱山新本部訪問（事業計画説明）　1/24

①土地区画整理組合役員会　2/28

①電線類共同溝企業参画事業者会議　3/13
　土地区画整理組合臨時総会・役員会　3/23
②道路詳細設計検討会議（かましん区間）3/11

①7/3区画整理組合役員会
         電線類共同溝会議
　7/24東電打合せ（電線共同溝）
●景観意見交換会（県都市政策課）

①8/28区画整理組合入札、区画整理組合役員会
②8/29かましん用地交渉（都市計画道路）

①用途地域変更説明会（参加者6名）

①区画整理事業ヒアリング（県庁）10/2
　水路工事その２打合せ10/9
　電線共同溝企業参画者調整会議10/16
●ランドスケープワークショップ　10/20生田目地区　20名

①新町北水利組合との相談会議11/7
　水路工事打合せ11/11
　建設残土受け入れ協議11/12
●ランドスケープワークショップ　小宅地区　11/9
　ランドスケープワークショップ　生田目地区　11/30

①年間計画（スケジュール・工程） ②実施内容・実績・成果

①4/18区画整理組合役員会
　4/28下水道打合せ

①5/19区画整理組合総会・役員会
●5/11 小宅古墳群里山の会ワークショップ（小宅西公民
館）
参加者18名

②6/12益子石並通り事業説明
●6/23　益子　円道寺地区　環境整備（円道寺池周辺）
●6/21　里山循環ネットワークとの意見交換会（益子町
役場）参加者22名
●6/22　大平地区里山保全活動（トチギ環境未来基地）
参加者30名㈱コマツ小山工場・宇都宮大学

①役場周辺土地区画整理事業
②都市集中再編支援事業
●ランドスケープ

KPI 本年度目標値 現状値

4

KPI 本年度目標値 現状値

KPI ランドスケープ計画を手掛ける地区 本年度目標値 4 現状値

施策 風景・デザイン・利便性が調和する「ましこならでは」の地域づくり 進捗状況 100%

関連する
優先目標

関連する
SDGs

11まちづ
くり

R6（2024）

課局名 建設課

基礎目標 ４ 地域資産を活かし、未来へレガシーをつくる 政策 ランドスケープデザインと連携した地域づくり

p72 建設課



シート2【　四半期検証シート　】

第
３
四
半
期

①役場周辺土地区画整理事業
　仮設道路は予定どおり完成した。
　コンクリート水路ボックスカルバート布設工事（約L＝240ｍ）については、その２工区は予定どおり進捗している。
その１は下水道等の地下埋設物の取り合いの関係で進捗がやや遅れている。今後は消防詰所付近の水道工事
や仮設道路工事に着手予定。
　業務委託については電線共同溝と上下水道の詳細設計を進め、埋設の位置取りに関し支障がないよう関係機
関で調整する必要がある。
　役場周辺の用途変更では大規模保留地売却処分の関係上、区画整理地内を優先し進める必要がある。令和７
年度の用途変更を目指し、県都市政策課と事前協議を行う予定。
　大規模保留地の土地利用については、町の問題や課題解決につながるような施設を誘致するのが理想である
が、現実として厳しい部分もあるので個別に進めていく手法も考えられる。大規模保留地の用途については第２
種住居地域で進めていく予定である。

総
括

(

第
４
四
半
期
含

)

①役場周辺土地区画整理事業
　コンクリート水路ボックスカルバート布設工事を次年度以降も継続するため、地元関係者に予め十分なお知らせ
をする必要がある。
　電線共同溝・上水道・下水道の関係者と計画的に協議し、スムーズな事業進捗が図れるよう、各施設の整備優
先度を調査する必要がある。地下埋設施設関係者との調整が特に重要である。電線共同溝及び道路詳細設計
業務の完了に向け、電線共同溝の道路横断部におけるコンクリート水路の上越し設計を進めていく。

②都市構造再編集中支援事業（都市計画道路　益子石並通り）
　引き続き地権者と良好な関係を保つため、まちづくりに関し相互利益につながるような方策を考える必要があ
る。引き続き粘り強く、用地交渉を進めていく。

第
２
四
半
期

①役場周辺土地区画整理事業
　コンクリート水路ボックスカルバート布設工事（約L＝240ｍ）及び、仮設道路設置工事が着手となった。工事車両
の出入りや安全対策、近隣住民の迂回協力依頼等、地元関係者に予め十分なお知らせをする必要がある。
　水路工事に付随して、上下水道工事を如何に効率よく整備していくかが今後の大きな課題である。関係機関と
密に連携し、後年度、再掘削の工事にならないような設計や工事発注スケジュールを行う。

②都市構造再編集中支援事業（都市計画道路　益子石並通り）
　役場周辺の用途変更（都市計画変更）に関し、地権者への丁寧な説明が必要である.地権者と良好な関係を築
くため、まちづくりに関することであれば何度も足を運び、信用を得られるような関係を構築することが重要と考え
る。

③担当課による点検・検証および
次期四半期（第4四半期は次年度）以降の改善点等

第
１
四
半
期

①役場周辺土地区画整理事業
5/19の総会で令和５年度の決算の承認を得た。また、第２回目の仮換地指定を行い、水路工事や物件移転補
償、上下水道工事、仮設道路工事を進めていく予定である。電線共同溝の詳細設計も進めなければならないこと
から、早期に通信会社と調整会議を行い、エリア内電線類の配線計画を策定する必要がある。

②都市構造再編集中支援事業（都市計画道路　益子石並通り）
今年度実施する、路線測量・詳細設計の業者が決まった。道路用地にかかる対象者に事業説明を行い、測量立
入の理解を得たところである。土地所有者から如何に理解を得るかが大きな課題である。

●6/21に里山循環ネットワークとの初めての意見交換会を行った。ネットワーク構成をする６団体をはじめ、総合
政策課・農政課・町民くらし課・建設課・移住担当が参加した。益子町の里山景観は重要な地域資源であることの
共通認識を参加者全員が確認したところである。今後は町・団体・地域が連携し、景観保全の重要性を広げて行
く必要がある。

p72 建設課



シート3【　外部検証委員会・議会からの意見・提言シート　】

総
括

継続性について
A：このまま継続　○
B：改善・見直し
C：廃止・終了

意見・提言
なし

①土地区画整理事業
・土地区画整理事業エリア内で都市計画道路に係る物
件移転補償を最優先に進める。
・電線共同溝の埋設については、東電・NTT・KDDI・
ケーブルテレビの通信事業者との合意のもと、上下水道
管理者と協議しながら設計を進めていく。

②都市構造再編集中支援事業
・都市計画道路
益子石並通りについては、区画整理地内の石並通りを
早期に完成し、地権者に道路整備の重要性を認識して
もらうことで進める。

③ランドスケープ計画
現在、円道寺池周辺、生田目地区（里山コスモス）、小
宅・上山地区大規模花畑、山本地区ベーハ小屋保存を
進めている。近年、太陽光発電設備の設置がランドス
ケープ計画エリア内においても進められてきており、里
地・里山景観との調和に関する問題や課題が発生して
きている。
今後は、町民に対しあらためてランドスケープ計画その
ものを認識していただき、エリアの増減や景観について
意見を伺う取組を進める。

④外部検証委員会の意見・提言
⑤外部検証委員会・議会の意見・提言を受けての

次年度以降への方針・改善点

p72 建設課



第３期ましこ未来計画推進シート

シート1【　計画・実施状況シート　】

2「住みたいまち」

地区
対前年
同期比

+1 地区

対前年
同期比
対前年
同期比

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

主
な
取
組
内
容

②基本設計作成に向けて関係機関との調整

②基本設計作成
②実施設計作成に向けて関係機関との調整

②図書館基本・実施設計契約
②基本設計作成に向けて関係機関との調整

②補助事業ヒアリング（県）　12/5
②関係機関打合せ（建築事務所、県技術センター）
12/10
②真岡土木事務所往訪（町、建築事務所、県技術セン
ター）　12/23

②関係機関打合せ（建築事務所、県技術センター）
1/9、21、31
②図書館建設アドバイザーとの打合せ　1/24
②図書館特別委員会　1/28

②関係機関打合せ（建築事務所、県技術センター）
2/27

②栃木県木材業協同組合連合会との打合せ　　3/7
②関係機関打合せ（建築事務所、県技術センター）
3/12

②図書館基本・実施設計契約締結　7/10
②図書館基本作成に係る打合せ（建築事務所、県技術
センター）　7/11

②図書館基本作成に係る打合せ（建築事務所、県技術
センター）　8/1、21

②図書館基本作成に係る打合せ（建築事務所、県技術
センター、アドバイザー）　9/10、9/27
②図書館基本設計作成に係るワークショップ開催　9/14
10人

②補助事業ヒアリング（県）　10/2
②関係機関打合せ（建築事務所、県技術センター、アド
バイザー）　10/8、10/22、10/23、10.29
②県林業大学校往訪（町、建築事務所）　10/11
②図書館基本設計作成に係るﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ開催　10/19
10人

②第12回図書館整備検討委員会　11/19
②関係機関打合せ（建築事務所、県技術センター）
11/19
②図書館基本設計作成に係るﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ開催　11/30
10人

①年間計画（スケジュール・工程） ②実施内容・実績・成果

②補助事業ヒアリング（県）　4/11
②図書館基本・実施設計プロポーザル公告 4/11
②関係機関打合せ（関係業者等）

②図書館基本・実施設計プロポーザル説明会　5/9
②補助事業概算要望ヒアリング　5/22
②図書館基本・実施設計プロポーザル1次審査　5/29
②関係機関打合せ（建設技術センター、関係業者等）

②図書館事業打ち合わせ（関係者）　6/6.7
②図書館基本・実施設計プロポーザル2次審査　6/11
②意見交換会（土木事務所）　6/14

②関係機関との調整
②図書館基本・実施設計プロポーザル

KPI 本年度目標値 現状値

4

KPI 本年度目標値 現状値

KPI ランドスケープ計画を手掛ける地区 本年度目標値 4 現状値

施策 風景・デザイン・利便性が調和する「ましこならでは」の地域づくり 進捗状況 100%

関連する
優先目標

関連する
SDGs

11まちづ
くり

R6（2024）

課局名 生涯学習課

基礎目標 ４ 地域資産を活かし、未来へレガシーをつくる 政策 ランドスケープデザインと連携した地域づくり

p72 生涯学習課 



シート2【　四半期検証シート　】

第
３
四
半
期

②関係機関と図書館基本設計の作成を進めた。さらに、建築事務所を栃木県林業大学校に案内し、県産材利用
に関して意見交換を行った。また、住民ワークショップも行い住民の意見を確認した。

総
括

(

第
４
四
半
期
含

)

②関係機関と図書館基本設計の作成を進めた。さらに、栃木県木材業協同組合連合会との協定を進め、図書館
建設において栃木県産材を使用できる体制を築くことができた。

第
２
四
半
期

②ﾌﾟﾛﾎﾟｰｻﾞﾙの審査を経て、図書館基本・実施設計の契約を締結した。契約締結後基本設計に係る打合せを7月
に1回、8月に2回開催し、9月からは新た に図書館整備アドバイザーを加え基本設計作成に向けて順調に進んで
いる。
　9月に、基本設計作成に係る住民参加のワークショップを開催し、多くの貴重な意見をいただき、有意義なワーク
ショップとすることができた。

③担当課による点検・検証および
次期四半期（第4四半期は次年度）以降の改善点等

第
１
四
半
期

②R6.7年度の継続費事業として図書館基本・実施設計作成に係るプロポーザルを実施した。
今後は関係業者等との調整及び基本設計作成を進めるために7月契約予定。限られた財源の中、関係機関等と
連携を図り、計画に沿った設計としていく。

p72 生涯学習課 



シート3【　外部検証委員会・議会からの意見・提言シート　】

総
括

継続性について
A：このまま継続　○
B：改善・見直し
C：廃止・終了

意見・提言
なし

図書館建設に向け、次年度も関係事業者と綿密な打合
せを実施し、実施設計を年内に作成、令和８年度の工
事着工のための準備を進めていく。

④外部検証委員会の意見・提言
⑤外部検証委員会・議会の意見・提言を受けての

次年度以降への方針・改善点

p72 生涯学習課 



第３期ましこ未来計画推進シート

シート1【　計画・実施状況シート　】

　　―

％
対前年
同期比

+1.9 ％

対前年
同期比
対前年
同期比

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

主
な
取
組
内
容

①町道155号線通学路整備事業、町道４号線通学路整
備事業、町道100号線狭あい道路整備事業、町道134・
135号線狭あい道路整備事業

②町道170号線バイパス整備事業、町道6号線道路改
良事業

③橋梁補修事業
　橋梁点検業務、学校橋補修設計業務

①町道155号線通学路整備事業、町道４号線通学路整
備事業、町道100号線狭あい道路整備事業、町道134・
135号線狭あい道路整備事業

②町道170号線バイパス整備事業、町道6号線道路改
良事業

③橋梁補修事業
　橋梁点検業務、学校橋補修設計業務

①町道155号線通学路整備事業、町道４号線通学路整
備事業、町道100号線狭あい道路整備事業、町道134・
135号線狭あい道路整備事業

②町道170号線バイパス整備事業、町道6号線道路改
良事業

③橋梁補修事業
　橋梁点検業務、学校橋補修設計業務

①町道134・135号工事【完了】、町道155号補償物件移
設交渉【着手】
②町道６号舗装【発注】
③橋梁点検業務【完了】

①各業務について事業者と協議
②各工事について事業者と協議
③学校橋補修工事について事業者と協議

①町道４号線境界立会
②町道170号工事【完了】
③学校橋補修工事について事業者と協議

①町道155号補償物件移設交渉、町道100号線工事【完
了】
②町道170号工事②【完了】
③学校橋補修工事【完了】

①町道134・135号道路後退杭設置【完了】
②町道170号補償物件移設交渉
③橋梁点検業務、学校橋補修設計業務について事業者
と協議

①町道134・135号工事【発注】
②町道170号工事【発注】
③橋梁点検業務、学校橋補修設計業務について事業者
と協議

①町道４号設計業務【発注】、町道100号工事【発注】
②町道６号工事【発注】
③学校橋補修設計業務【完了】、学校橋補修積算業務
【発注】

①町道４号用地測量業務【発注】
②町道170号補償物件移設契約【完了】
③学校橋補修工事【発注】

①各業務について事業者と協議
②町道170号工事②【発注】
③橋梁点検業務について事業者と協議

①年間計画（スケジュール・工程） ②実施内容・実績・成果

①国補助金申請を行った。100号線の用地買収が完了し
た。
②国補助金申請を行った。
③国補助金申請を行った。

①町道134・135号道路後退杭設置【着手】、R6国補助金
要望実施
②R7国補助金要望実施
③学校橋補修設計業務【発注】、R7国補助金要望実施

①町道155号不動産鑑定発注
②町道６号補償物件移設交渉
③橋梁点検業務【発注】

①町道155号線通学路整備事業、町道４号線通学路整
備事業、町道100号線狭あい道路整備事業、町道134・
135号線狭あい道路整備事業

②町道170号線バイパス整備事業、町道6号線道路改
良事業

③橋梁補修事業
　橋梁点検業務、学校橋補修設計業務

KPI 本年度目標値 現状値

71.8

KPI 本年度目標値 現状値

KPI 重要通学路の安全・安心な道路の整備率 本年度目標値 66.2 現状値

施策 安全に配慮した快適に移動できる道路の整備 進捗状況 100%

関連する
優先目標

関連する
SDGs

11まちづ
くり

R6（2024）

課局名 建設課

基礎目標 ４ 地域資産を活かし、未来へレガシーをつくる 政策 快適で便利に暮らせる基盤づくりと土地利用の推進

p73 建設課



シート2【　四半期検証シート　】

第
３
四
半
期

①事業は計画通り進捗している。次期四半期は引き続き町道155号の用地買収を目指す。また、町道100号は工
事を適切に管理する。町道４号については委託業務を適切に管理する。

②事業は計画通り進捗している。次期四半期は、引き続き町道170号および町道6号線の工事を適切に管理す
る。

③事業は計画通り進捗している。次期四半期は学校橋補修工事の工事を適切に管理する。

総
括

(

第
４
四
半
期
含

)

①町道100号については、工事が完了した。町道４号については、委託業務が完了した。町道155号の用地買収
については地権者死亡に伴う相続が発生したため、繰越して次年度の完了を目指す。

②町道170号については工事が完了した。町道6号線については物件移転に時間を要しており、次年度に繰越
するため、引き続き工事を適切に管理する。

③学校橋補修工事については、工事が完了した。

第
２
四
半
期

①事業は計画通り進捗している。次期四半期は引き続き町道155号の用地買収を目指す。また、町道100号およ
び町道134・135号は工事を適切に管理する。町道４号については委託業務を適切に管理する。

②事業は計画通り進捗している。次期四半期は、引き続き町道170号および町道6号線の工事を適切に管理す
る。

③事業は計画通り進捗している。次期四半期は学校橋補修工事の積算を完了し、工事発注準備を進める。

③担当課による点検・検証および
次期四半期（第4四半期は次年度）以降の改善点等

第
１
四
半
期

①事業は計画通り進捗している。次期四半期は引き続き町道155号の用地買収を目指す。また、町道100号につ
いて工事を発注する。町道134・135号は地権者の合意が得られ次第、工事を発注する。町道４号については測
量の準備を進める。

②事業は計画通り進捗している。次期四半期は、引き続き町道170号および町道6号線の工事発注準備を進め
る。

③事業は計画通り進捗している。次期四半期は学校橋補修工事の設計を完了し、積算業務発注準備を進める。

p73 建設課



シート3【　外部検証委員会・議会からの意見・提言シート　】

総
括

継続性について
A：このまま継続　○
B：改善・見直し
C：廃止・終了

意見・提言
なし

国庫補助金や交付金を適切に活用し、歩行者や自転
車が安心・安全に通行できる道路整備を進めていく。

④外部検証委員会の意見・提言
⑤外部検証委員会・議会の意見・提言を受けての

次年度以降への方針・改善点

p73 建設課



第３期ましこ未来計画推進シート

シート1【　計画・実施状況シート　】

　　―

％
対前年
同期比

+0.1 ％

対前年
同期比

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                

対前年
同期比

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

主
な
取
組
内
容

①下水道築造工事（未普及解消）
　今年度の工事関係者への事業説明及び工事発注
　全体計画・事業計画・都市計画法認可変更図書作成
業務

②下水処理場整備事業（沈砂池ポンプ棟新設）
　　土木建築・機械電気の工程管理
　　浄化センターストックマネジメント全体計画等の作成
業務

③公営企業会計の運営

①下水道築造工事（未普及解消）
　今年度の工事関係者への事業説明及び工事発注
　全体計画・事業計画・都市計画法認可変更図書作成
業務

②下水処理場整備事業（沈砂池ポンプ棟新設）
　　土木建築・機械電気の工程管理
　　浄化センターストックマネジメント全体計画等の作成
業務

③公営企業会計の運営

①下水道築造工事（未普及解消）
　今年度の工事関係者への事業説明及び工事発注
　全体計画・事業計画・都市計画法認可変更図書作成
業務

②下水処理場整備事業（沈砂池ポンプ棟新設）
　　土木建築・機械電気の工程管理
　　浄化センターストックマネジメント全体計画等の作成
業務

③公営企業会計の運営

①電線共同溝関連会議（12/9，12）、工程会議（12/17）、工事
立会随時、①②県進行管理ヒアリング（12/2）、全体計画等の
作成打合せ（12/26）、②ストックマネジメント打合せ（12/18）、
③会計処理打合せ（12/13）、月例出納検査（12/20）、
①②③経営戦略作成打合せ（12/24）

①七井地区工事打合せ（1/10）、工程会議（1/15）、電線共同
溝打合せ（1/20）、事業計画（県庁）協議（1/23）、上下水道耐
震化計画打合せ（1/24）、区画整理上下水道打合せ（1/27）、
デザインマンホール打合せ（1/29）、工事立会随時、
③会計処理打合せ（1/10）、例月出納検査（1/21）

①管渠点検打合せ（2/4）、区画整理打合せ（2/5）、下水道幹
線点検（2/5）、工程会議（2/17）、水洗化促進打合せ（2/20）、
区画整理役員会時下水事業説明（2/28）、工事立会随時、
②定例工程会議（2/4）、③会計処理打合せ（2/14）、例月出納
検査（2/21）、①②③下水道運営審議会（2/14）

①事業計画打合せWeb（3/4）、下水道台帳打合せ（3/6）、区
画整理打合せ（3/13）、工事完了検査（3/17，19，28）、区画整
理組合総会時下水事業説明（3/23）、②定例工程会議
（3/10）、③会計処理打合せ（3/3）、例月出納検査（3/21）、
①②③下水道運営審議会（3/18）

①下水道工事関係者説明（随時）、電線共同溝工事参画企業
合同調整会議（7/3）、真岡土木事務所占用打合せ（7/23）、今
年度工事（3工区分）入札(7/25)、
②沈砂池ポンプ棟（土木・建築）)完了検査立会(7/31)、
③会計処理業務打合せ（7/10)、例月出納検査（7/22）

①下水道工事関係者説明（随時）、塙地内工事着工前打合せ
（8/20）、今年度工事（2工区分）入札(8/28)、
②沈砂池ポンプ棟監査員現地調査（8/1）、浄化センターストッ
クマネジメント全体計画業務打合せ（8/6）、
③例月出納検査（8/21）

①塙地内工事着工前打合せ、及び工事工程会議（9/18）、
工事立会（随時）
①②全体計画等の作成打合せ（9/4）
③会計処理業務打合せ（9/18)、例月出納検査（9/20）

①②県進行管理ヒアリング(10/3)、R5年度補助事業完了検査
（10/29）、①工事工程会議(10/15)、電線共同溝工事参画企業
合同調整会議（10/16）、下水道台帳更新打合せ（10/17）、工
事立会随時
③会計処理事務打合せ(10/11)、例月出納検査（10/21）

①工事工程会議（11/12）、下水道事業全体計画打合せ
（11/7）、工事立会随時、②ストックマネジメント打合せ
（11/18）、①②下水道BCP担当者会議（11/19）、
③システム調整（11/1）、会計処理業務打合せ、システム調整
（11/8）、例月出納検査（11/21）

①年間計画（スケジュール・工程） ②実施内容・実績・成果

①②今年度予定工事打合せ(4/17，24)、県認可ヒアリング
(4/12)、事業執行のための財源確保を行う。（4/26交付申請）
②定例工程会議(4/23)
③打切り決算処理、事業引継（4/1）、システム打合せ（4/8，9，
11）、会計処理業務打合せ（4/16）、会計課打合せ（4/22）

①下水道供用開始告示(5/1)、マンホール蓋打合せ（5/24）、舗
装復旧工事検査（5/24）、区画整理地内関係者へ下水工事に
ついてのチラシ配布①②地方債ヒアリング(5/9)、R7交付金ヒア
リング(5/22)、②定例工程会議(5/22)、
③会計処理業務打合せ（5/10)、例月出納検査（5/21）

①管渠工事の積算依頼。発注に向けて準備中。塙地区個別訪
問で工事説明。
②場内整備打合せ（6/14）、定例工程会議（6/26）
①②下水道変更事業計画打合せ（6/10）
③会計処理業務打合せ（6/10)、例月出納検査（6/21）

①下水道築造事業（未普及解消）
　・今年度工事に係る関係機関との調整並びに設計図
書準備
　・供用開始及び受益者負担金賦課の告示

②下水処理場整備事業（沈砂池ポンプ棟新設）
　　土木建築・機械電気の工程管理

③公営企業会計の運営

KPI 本年度目標値 現状値

83.9

KPI 本年度目標値 現状値

KPI 下水道整備率（町が目指しているもの） 本年度目標値 91.0 現状値

施策 下水道の整備・更新、事業の健全経営化 進捗状況 100%

関連する
優先目標

関連する
SDGs

6水とトイ
レ

11まち
づくり

R6（2024）

課局名 建設課

基礎目標 ４ 地域資産を活かし、未来へレガシーをつくる 政策 快適で便利に暮らせる基盤づくりと土地利用の推進
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シート2【　四半期検証シート　】

第
３
四
半
期

①毎月工事工程会議において工事の進捗管理を行い、随時、現場での立会、確認を行ってきた。区画整理事業
の進捗状況に併せて、今後の工事発注について検討し、区画整理地内の交差点の一部と塙地区下水道築造工
事を進めることになったので、次期、第4四半期で工事を発注し工期等のスケジュール管理をしていく。
②現在、機械、電気設備は工場製作中であるため、工程を確認しながらスケジュール管理をしていく。
①②全体計画・事業計画・都市計画法認可変更図書作成業務、及び浄化センターストックマネジメント全体計画
業務について打合せを進めていき、年度内完成を目指す。
③下水道事業経営戦略改訂業務について打合せを行い、年度内完成を目指す。

総
括

(

第
４
四
半
期
含

)

①1，2月の工事工程会議において工事の進捗管理を行い、随時、現場での立会、確認を行い工事完了までの工
程について確認した。24-1、2，3，4，5工区及び舗装復旧は予定どおり工期内に完了し、３月末までに完了検査
を受けることができた。区画整理事業地内の工事は区画整理事業の進捗状況に併せて、繰越事業となる。また、
24-6工区についても繰越事業として来年度第１四半期に発注予定とし、工程管理をしながら業務を滞りなく進め
る。
②機械、電気設備は工場製作中であるが、３月に現場事務所が設置され、搬入及び設置のための準備仮設工事
が始まった。来年度が業務最終年度となるため、引き続き工程管理をしながら滞りなく進める。
①②全体計画・事業計画・都市計画法認可変更図書作成業務、及び浄化センターストックマネジメント全体計画
業務について打合せを進めていき、年度内に完成した。引き続き、ストックマネジメントについては来年度に実施
計画を策定する。
③下水道事業経営戦略改訂業務について打合せを行い、年度内に完成した。来年度はこの業務を基礎とし、経
営健全化に向けて下水道使用料金改定を検討していく。
　公営企業として初めての決算を迎えるため、会計処理や繰越処理などを早々に進める必要がある。

第
２
四
半
期

①今年度予定していた下水道汚水管埋設工事について、区画整理地内の工区を除き発注が完了した。
年度内に工事が完了するよう工程管理を行う。

②定例の工程会議等により引き続き進捗管理を行う。

①②全体計画・事業計画・都市計画法認可変更図書作成業務、及び浄化センターストックマネジメント全体計画
業務について打合せを進めていく。

③例月出納検査について、担当は適切な会計処理資料の作成が出来ているので、複数人が同じように会計処理
の確認をしながら資料作成ができるようにする。また、下水道事業の上半期事業業務報告書の作成を進めてい
く。

①②③下水道事業経営戦略改訂業務について打合せを進めていく。

③担当課による点検・検証および
次期四半期（第4四半期は次年度）以降の改善点等

第
１
四
半
期

①年度内の工事完了を目標に事業を進めていく。６月末に今年度工区の積算が完了予定。今後、入札に向けて
書類等の準備を進める。また、積算結果から今年度予定している工区について、どこまで着工できるか精査をす
る。区画整理地内の関係者への工事説明も方法について、どのように行うか検討する必要がある。

②定例の工程会議等により進捗管理を行う。場内整備（門扉や舗装等の復旧）について検討をする。

③例月出納検査について、概ね検査資料内容が確定してきたので、次期は短時間で会計処理の確認をしながら
資料作成ができるようにする。打切決算後に生じた、引継金や未収金、未払金の処理について仕訳を開始し、開
始貸借対照表を確定できるように進める。
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シート3【　外部検証委員会・議会からの意見・提言シート　】

総
括

継続性について
A：このまま継続　○
B：改善・見直し
C：廃止・終了

意見・提言
なし

引き続き補助事業を活用して、下水道施設の整備ととも
に合併浄化槽の設置を推進していく。

水洗化促進について、町内管工事組合の協力を得なが
ら、戸別訪問を進めていく。
令和７年度は補助金の新設について、研究をしていく。

④外部検証委員会の意見・提言
⑤外部検証委員会・議会の意見・提言を受けての

次年度以降への方針・改善点
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第３期ましこ未来計画推進シート

シート1【　計画・実施状況シート　】

　　―

％
対前年
同期比

+1.2 ％

対前年
同期比
対前年
同期比

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

主
な
取
組
内
容

①-１　継続（前沢Ⅳ、上大羽Ⅲ、大沢Ⅳ）・新
規地区（上大羽Ⅳ、大沢Ⅴ）の業務委託発注

①-２　認証請求書作成　（前沢Ⅰ・Ⅲ、上大羽
Ⅰ・Ⅱ・大沢Ⅲ）

①-３　各関係機関（宇都宮財務事務所、日光
森林管理署等）との協議

①-４　法務局へ成果の認証送付

①-５　年次計画及び調査報告・研修等

①-６　工程管理及び検査

①-１　継続（前沢Ⅳ、上大羽Ⅲ、大沢Ⅳ）・新
規地区（上大羽Ⅳ、大沢Ⅴ）の業務委託発注

①-２　認証請求書作成　（前沢Ⅰ・Ⅲ、上大羽
Ⅰ・Ⅱ・大沢Ⅲ）

①-３　各関係機関（宇都宮財務事務所、日光
森林管理署等）との協議

①-４　法務局へ成果の認証送付

①-５　年次計画及び調査報告・研修等

①-６　工程管理及び検査

①-１　継続（前沢Ⅳ、上大羽Ⅲ、大沢Ⅳ）・新
規地区（上大羽Ⅳ、大沢Ⅴ）の業務委託発注

①-２　認証請求書作成　（前沢Ⅰ・Ⅲ、上大羽
Ⅰ・Ⅱ、大沢Ⅲ）

①-３　各関係機関（宇都宮財務事務所、日光
森林管理署等）との協議

①-４　法務局へ成果の認証送付

①-５　年次計画及び調査報告・研修等

①-６　工程管理及び検査

①-３　栃木県、宇都宮地方法務局及び宇都宮地方法務局真
岡支局へ字の区域の変更通知（12/10）
①-６　Ｇ2現地点検(12/19，26)
①-２　認証請求書作成
①-６　Ｇ工程成果品精査（継続地区）
①-６　成果の閲覧準備

①-６　G4実施者検査（1/14）
①-６　G5認証者検査（1/15）
①-６　Ｈ4実施者検査（1/17）
①-６　地籍図案・地籍簿案の閲覧（1/21～2/13）
①-３　真岡法務局と打合せ（1/29）
①-６　各地区成果品の精査
①-４　法務局への成果修正（山本Ⅻ地区）
①-２　認証請求書作成　（前沢Ⅰ・Ⅲ）

①-６　FⅠ5現地点検（2/6、10）
①-６　ＦⅠ7実施者検査（2/10、12）
①-５　国土調査実務研修（2/13）
①-３　大田原支局管内事務打合せ会視察（2/14）
①-６　H9実施者検査（2/25）
①-６　H10認証者検査（2/28）
①-６　Ｅ、ＦⅠ、ＦⅡ成果品精査
①-２　認証請求書作成　（前沢Ⅰ・Ⅲ）

①-６　ＦⅠ8認証者検査（3/7）
①-６　ＦⅡ-13、-24現地点検（3/6、14）
①-６　ＦⅡ-14実施者検査（3/11、14）
①-６　ＦⅡ-24実施者検査（3/18、21）
①-６　Ｅ9実施者検査（3/18）
①-６　Ｅ10認証者検査（3/24）
①-６　ＦⅡ-15、-25認証者検査（3/25）
①-６　負担金確認検査（3/26）
①-６　Ｅ、ＦⅠ、ＦⅡ成果品精査

①-２　認証請求書申請書類作成
①-５　Ｒ7年度事業国庫補助要望ヒアリング資料作成
①-６　所有者確認（相続人調査等）
①-６　Ｃ2工程選点協議

①-２　認証請求書申請書類作成
①-４　山本ⅩⅢ・大沢Ⅱ地区登記完了通知発送（8/5）
①-５　地元説明会通知発送（8/8）
①-５　地元説明会中止（台風の影響）の通知発送（8/26）
①-５　Ｒ7年度事業国庫補助要望ヒアリング（8/6）
①-６　所有者確認（相続人調査等）
①-６　一筆地調査準備（調査素図の確認等）
①-６　Ｃ2～6工程管理

①-１　継続・新規地区の業務委託変更発注
①-３　宇都宮財務事務所と白地等協議（9/11）
①-３　日光森林管理署へ年次計画追加申請（9/17）
①-４　大沢Ⅰ地区登記完了通知発送（9/13）
①-５　関東ブロック地籍調査実務研修会（9/6）
①-５　栃木県国土調査推進協議会総会（書面開催9/18）
①-６　Ｃ7実施者検査（上大羽Ⅳ・大沢Ⅴ地区）
①-６　一筆地調査準備（調査素図の確認等）

①-６　Ｃ9認証者検査（10/2）
①-３　宇都宮財務事務所と白地等協議（10/3）
①-５　所有者土地対策会議（10/8）
①-６　Ｅ５現地調査の通知発送（10/10、15）
①-５　境界問題連絡会議（10/30）
①-２　認証請求書作成

①-６　Ｅ７現地調査（11月～12月）
①-３　農業委員会へ農地から非農地への地目照会（11/7）
①-４　大沢Ⅲ地区成果の認証の承認（11/15）
①-４　法務局へ成果の認証送付の書類精査
①-２　認証請求書作成

①年間計画（スケジュール・工程） ②実施内容・実績・成果

①-１　業務委託発注準備（積算）
①-２　認証請求書類作成
①-３　Ｒ6年度調査区国有林事前協議書提出（4/4）
①-４　大沢Ⅰ地区成果の認証を法務局へ提出（4/8）
①-５　Ｒ5事業計画及び交付申請書提出（4/5）

①-１　継続・新規地区業務委託入札（5/29）
①-２　認証請求書類作成
①-３　宇都宮財務事務所と白地等協議（5/29）
①-３　県東環境森林事務所と保安林協議（5/29）
①-５　国土調査研修（5/13～5/17）
①-５　関東ブロック実務研修（5/28～5/31会場：千葉市）
①-５　Ｒ7年度予算概算事業量調査提出（5/31）

①-１継続・新規地区委託業者と業務打合せ（6/14）
①-２認証請求書類作成
①-２大沢Ⅲ地区認証請求書提出（6/28）
①-２前沢Ⅱ地区成果の認証の承認（6/28）
①-３日光森林管理署と十箇年計画内国有林協議（6/27）
①-５農地法、森林法研修（6/25）

①-１　継続（前沢Ⅳ、上大羽Ⅲ、大沢Ⅳ）・新
規地区（上大羽Ⅳ、大沢Ⅴ）の業務委託発注

①-２　認証請求書作成　（前沢Ⅰ・Ⅲ、上大羽
Ⅰ・Ⅱ、大沢Ⅲ）

①-３　各関係機関（宇都宮財務事務所、日光
森林管理署等）との協議

①-４　法務局へ成果の認証送付

①-５　年次計画及び調査報告・研修等

①-６　工程管理及び検査

KPI 本年度目標値 現状値

26.5

KPI 本年度目標値 現状値

KPI 地籍調査進捗率 本年度目標値 26.6 現状値

施策 地籍調査の推進と土地の適正かつ有効な活用 進捗状況 100%

関連する
優先目標

関連する
SDGs

　　―

R6（2024）

課局名 建設課

基礎目標 ４ 地域資産を活かし、未来へレガシーをつくる 政策 快適で便利に暮らせる基盤づくりと土地利用の推進
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シート2【　四半期検証シート　】

第
３
四
半
期

①-２　前沢Ⅰ、Ⅲ、上大羽Ⅰ、Ⅱ地区の認証請求書の作成については、書類の精査中であり、整いし
だい提出する。
①-３　宇都宮財務事務所（財務管理土地及び白地）との協議について、検討箇所があり、再調査をし
て解消に努めるよう進める。
①-４　認証済の山本Ⅻ地区の成果（地籍図（座標データ）及び地籍簿）を法務局に送付する準備をし
たところ、所有権移転や権利設定をした土地が数筆あり、合筆できない筆があった。法務局に相談し、
再度精査をすることで、１月中には送付する。また、前沢Ⅱ地区及び大沢Ⅲ地区も認証済であるが、送
付時期について法務局と協議し、令和７年４月～５月の送付予定で調整した。
①-６　新規地区（上大羽Ⅳ、大沢Ⅴ）Ｃ工程の基準点（図根三角点）設置が完了。実施者（町）及び認
証者（県）検査も完了済である。
・Ｅ工程の現地調査（境界確認）は、11月上旬から開始し１２月中旬までに一通り終了したが、地権者欠
席により立会いができなかった土地については、日程調整のうえ１月中には完了する予定。
・継続地区（前沢Ⅳ、上大羽Ⅲ、大沢Ⅳ）の地籍図・地籍簿の閲覧について、関係機関（日光森林管理
署）との協議や所有者の調査など、１月～２月実施に向けて、計画通り準備を進めていく。

総
括

(

第
４
四
半
期
含

)

①-２　前沢Ⅰ、Ⅲ、上大羽Ⅰ、Ⅱ地区の認証請求書の関係資料を整え、順次県に提出する。
①-３　４月に開催される宇都宮地方法務局真岡支局と真岡支局管内各区市町の地籍調査事
務打合せ会について、益子町が事務局となるため会議に向けた資料作成等の準備を進めると
ともに、地籍調査事業の円滑な実施に向けて、法務局と県及び各市町間の連携が図れるよう
に努める
①-４　認証済の山本Ⅻ地区の法務局送付について、１月の送付予定であったが、法務局相
談案件があるため、それを解消し4月末の送付予定で法務局と調整をした。
①-６　継続地区の前沢Ⅳ・上大羽Ⅲ・大沢Ⅳ地区について、Ｇ・Ｈ工程が計画通りに完了。地
籍図（案）・地籍簿（案）の閲覧実施期間も終了し、認証請求に向けて準備を進めていく。
　新規地区の上大羽Ⅳ、大沢Ⅴ地区については、各工程（Ｅ、ＦⅠ、ＦⅡ-1、ＦⅡ-2）の点検検
査、実施者検査（町）及び認証者検査（県）を行い、計画どおりC～FⅡ工程の業務が完了し
た。再度成果品の確認をし、宇都宮財務事務所や法務局等の協議案件を取りまとめて、計画
どおり業務を進めていく。

第
２
四
半
期

①-１　継続・新規地区とも業務委託の変更を行ったが、変更計画通りに事業を進めていくよう
工程管理をしっかり行う
①-２　前沢Ⅰ、Ⅲ、上大羽Ⅰ、Ⅱ地区の認証請求書について、申請書類の精査中であり、整
いしだい提出する。
①-３　法務局真岡支局（登記関係）、宇都宮財務事務所（財務管理土地及び白地）との協議
について、検討箇所があり、再調査をして解消に努めるよう進める。
①-４　山本ⅩⅢ・大沢Ⅰ・大沢Ⅱ地区の地籍図及び地籍簿の成果が登記完了となった。座標
データは町管理となるので、今後、窓口に座標データの交付申請に来たときは、スムーズに対
応できるよう座標データ保管、整理に努める。
①-５　新規地区（上大羽Ⅳ、大沢Ⅴ地区）の地元説明会については、台風の影響により中止
としたが、地権者の方には一筆地調査時に丁寧に事業内容を説明し、ご理解をいただくとも
に、ご協力をお願いする。また、11月から予定している一筆地調査（境界確認）については、立
会日程の調整等予定通り実施するよう準備を進めていく。
①-６　新規地区のＣ工程（成果品）、Ｅ工程（調査素図等）の書類関係について、不備がない
よう、精査及び工程管理を徹底する。

③担当課による点検・検証および
次期四半期（第4四半期は次年度）以降の改善点等

第
１
四
半
期

①-１　継続地区（前沢Ⅳ、上大羽Ⅲ、大沢Ⅳ）の地籍図地籍簿作成業務委託及び新規地区
（上大羽Ⅳ、大沢Ⅴ）の測量業務委託について、各地区測量業者に発注済であり、引き続き適
正な工程管理、検査に努める。

①-２　大沢Ⅲ地区の認証請求書の申請は、予定どおり県に提出済である。また、前沢Ⅰ・Ⅲ、
上大羽Ⅰ・Ⅱ地区は書類の作成中で未提出のため、早急に書類を整理し、提出する。
　また、Ｒ6.3付申請の前沢Ⅱ地区認証請求について、成果の認証が承認されましたので法務
局送付へ準備を進める。

①-３　関係機関（日光森林管理署、宇都宮地方法務局真岡支局、宇都宮財務事務所、土地
改良区等）との協議について、問題点があると思われる箇所は協議し、解消に努めるよう進め
る。
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シート3【　外部検証委員会・議会からの意見・提言シート　】

総
括

継続性について
A：このまま継続　○
B：改善・見直し
C：廃止・終了

意見・提言
なし

適正な工程管理に努め、計画的に地籍調査事業を推
進していく。

④外部検証委員会の意見・提言
⑤外部検証委員会・議会の意見・提言を受けての

次年度以降への方針・改善点

p75 建設課



第３期ましこ未来計画推進シート

シート1【　計画・実施状況シート　】

　　―

人
対前年
同期比

- 人

対前年
同期比
対前年
同期比

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

主
な
取
組
内
容

①町公式SNSの投稿
各課へSNS（町公式Facebook・Instagram・X・LINE）の投
稿を依頼し、多くの記事を投稿してもらうことで町の事業
等の周知を図り「フォロワー数」の獲得を目指す。

①町公式SNSの投稿
各課へSNS（町公式Facebook・Instagram・X・LINE）の投
稿を依頼し、多くの記事を投稿してもらうことで町の事業
等の周知を図り「フォロワー数」の獲得を目指す。

①町公式SNSの投稿
各課へSNS（町公式Facebook・Instagram・X・LINE）の投
稿を依頼し、多くの記事を投稿してもらうことで町の事業
等の周知を図り「フォロワー数」の獲得を目指す。

①各課へ町公式SNSへの記事の投稿を依頼
・Facebook（投稿 9件、ﾌｫﾛﾜｰ数　2,042人）
・Instagram（投稿 6件、ﾌｫﾛﾜｰ数　786人）
・X（投稿 6件、ﾌｫﾛﾜｰ数　279人）
・LINE（投稿 14件、友だち数　946人）
①各課へ町公式SNSへの記事の投稿を依頼
・Facebook（投稿 7件、ﾌｫﾛﾜｰ数　2,056人）
・Instagram（投稿 3件、ﾌｫﾛﾜｰ数　811人）
・X（投稿 7件、ﾌｫﾛﾜｰ数　294人）
・LINE（投稿 19件、友だち数　956人）
①各課へ町公式SNSへの記事の投稿を依頼
・Facebook（投稿 4件、ﾌｫﾛﾜｰ数　2,067人）
・Instagram（投稿53件、ﾌｫﾛﾜｰ数　839人）
・X（投稿 3件、ﾌｫﾛﾜｰ数　298人）
・LINE（投稿 17件、友だち数　979人）
①各課へ町公式SNSへの記事の投稿を依頼
・Facebook（投稿 5件、ﾌｫﾛﾜｰ数　2,087人）
・Instagram（投稿4件、ﾌｫﾛﾜｰ数　861人）
・X（投稿 2件、ﾌｫﾛﾜｰ数　299人）
・LINE（投稿 12件、友だち数　989人）

①各課へ町公式SNSへの記事の投稿を依頼
・Facebook（投稿 6件、ﾌｫﾛﾜｰ数　1,999人）
・Instagram（投稿 14件、ﾌｫﾛﾜｰ数　593人）
・X（投稿 7件、ﾌｫﾛﾜｰ数　232人）
・LINE（投稿 26件、友だち数　801人）
①各課へ町公式SNSへの記事の投稿を依頼
・Facebook（投稿 10件、ﾌｫﾛﾜｰ数　2,002人）
・Instagram（投稿 12件、ﾌｫﾛﾜｰ数　650人）
・X（投稿 9件、ﾌｫﾛﾜｰ数　245人）
・LINE（投稿 22件、友だち数　846人）
①各課へ町公式SNSへの記事の投稿を依頼
・Facebook（投稿 10件、ﾌｫﾛﾜｰ数　2,009人）
・Instagram（投稿 5件、ﾌｫﾛﾜｰ数　679人）
・X（投稿 10件、ﾌｫﾛﾜｰ数　261人）
・LINE（投稿 27件、友だち数　887人）
①各課へ町公式SNSへの記事の投稿を依頼
・Facebook（投稿 9件、ﾌｫﾛﾜｰ数　2,007人）
・Instagram（投稿 9件、ﾌｫﾛﾜｰ数　732人）
・X（投稿 4件、ﾌｫﾛﾜｰ数　268人）
・LINE（投稿 17件、友だち数　908人）
①各課へ町公式SNSへの記事の投稿を依頼
・Facebook（投稿 7件、ﾌｫﾛﾜｰ数　2,027人）
・Instagram（投稿 11件、ﾌｫﾛﾜｰ数　766人）
・X（投稿 5件、ﾌｫﾛﾜｰ数　274人）
・LINE（投稿 17件、友だち数　932人）

①年間計画（スケジュール・工程） ②実施内容・実績・成果

①各課へ町公式SNSへの記事の投稿を依頼
・Facebook（投稿 8件、ﾌｫﾛﾜｰ数　1,983人）
・Instagram（投稿 5件、ﾌｫﾛﾜｰ数　516人）
・X（投稿 8件、ﾌｫﾛﾜｰ数　199人）
・LINE（投稿 13件、友だち数　617人）
①各課へ町公式SNSへの記事の投稿を依頼
・Facebook（投稿 8件、ﾌｫﾛﾜｰ数　1,990人）
・Instagram（投稿 12件、ﾌｫﾛﾜｰ数　540人）
・X（投稿 5件、ﾌｫﾛﾜｰ数　207人）
・LINE（投稿1 1件、友だち数　672人）
①各課へ町公式SNSへの記事の投稿を依頼
・Facebook（投稿 9件、ﾌｫﾛﾜｰ数　1,995人）
・Instagram（投稿 4件、ﾌｫﾛﾜｰ数　562人）
・X（投稿 3件、ﾌｫﾛﾜｰ数　218人）
・LINE（投稿 18件、友だち数　748人）

①町公式SNSの投稿
各課へSNS（町公式Facebook・Instagram・X・LINE）の投
稿を依頼し、多くの記事を投稿してもらうことで町の事業
等の周知を図り「フォロワー数」の獲得を目指す。

KPI 本年度目標値 現状値

4,236

KPI 本年度目標値 現状値

KPI 町公式SNSのフォロワー（友だち）数 本年度目標値 3,200 現状値

施策 「ましこならでは」という価値の確立 進捗状況 100%

関連する
優先目標

関連する
SDGs

　　―

R6（2024）

課局名 総務課

基礎目標 ４ 地域資産を活かし、未来へレガシーをつくる 政策 地域イメージの形成と定着

p76 総務課



シート2【　四半期検証シート　】

第
３
四
半
期

①各課へ町公式SNSへの記事の投稿を依頼。
町ホームページ掲載時（更新時）にはLINE連携しているか確認し、していない場合には連携を依頼した。

総
括

(

第
４
四
半
期
含

)

①各課へ町公式SNSへの記事の投稿を依頼。
町ホームページ掲載時（更新時）にはLINE連携しているか確認し、していない場合には連携を依頼した。

第
２
四
半
期

①各課へ町公式SNSへの記事の投稿を依頼。
町ホームページ掲載時（更新時）にはLINE連携しているか確認し、していない場合には連携を依頼した。

③担当課による点検・検証および
次期四半期（第4四半期は次年度）以降の改善点等

第
１
四
半
期

①各課へ町公式SNSへの記事の投稿を依頼。
町ホームページ掲載時（更新時）にはLINE連携しているか確認し、していない場合には連携を依頼した。

p76 総務課



シート3【　外部検証委員会・議会からの意見・提言シート　】

総
括

継続性について
A：このまま継続　○
B：改善・見直し
C：廃止・終了

意見・提言
なし

引き続き、SNS投稿により町の事業等の周知を図る

④外部検証委員会の意見・提言
⑤外部検証委員会・議会の意見・提言を受けての

次年度以降への方針・改善点

p76 総務課



bvff

シート1【　計画・実施状況シート　】

　　―

人
対前年
同期比

- 人

対前年
同期比
対前年
同期比

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

主
な
取
組
内
容

②地域の魅力を体験できる観光イベントの開催を支援
する

②地域の魅力を体験できる観光イベントの開催を支援
する

②地域の魅力を体験できる観光イベントの開催を支援
する

なし

②  DMOが運営する益子町観光公式Instagramにてましこの炎祭りのPR
を行った。
1/9～11 越谷レイクタウンにて行われた栃木県の観光PRイベントの会場
にて観光PRを実施した。
1/18 大宮駅で行われた栃木県の観光PRイベントの会場にて観光PRを
実施した。

②  2/21 東京スカイツリーソラマチのとちまるショップイベ
ントスペースにて観光PRを行った。

②  DMOが運営する益子町観光公式Instagramにて円道
寺さくら祭り・春の陶器市のPRを行った。

②  DMOが運営する益子町観光公式Instagramにて手筒
花火・祇園祭のPRを行った。

②  DMOが運営する益子町観光公式Instagramにて益子
夜市のPRを行った。

②　9/28.29米沢市なせばなる秋まつりにて観光PRを実
施。

②  DMOが運営する益子町観光公式Instagramにて陶器
市のPRを行った。
10/5 ツインリンクもてぎにて開催されたMotoGPの会場に
て観光PRを実施した。

②  DMOが運営する益子町観光公式Instagramにて陶器
市のPRを行った。

①年間計画（スケジュール・工程） ②実施内容・実績・成果

②  DMOが運営する益子町観光公式Instagramにて陶器
市のPRを行った。

②  DMOが運営する益子町観光公式Instagramにて陶器
市のPRを行った。

なし

②地域の魅力を体験できる観光イベントの開催を支援
する

KPI 本年度目標値 現状値

4,236

KPI 本年度目標値 現状値

KPI 町公式SNSのフォロワー（友だち）数 本年度目標値 3,200 現状値

施策 「ましこならでは」という価値の確立 進捗状況 100%

関連する
優先目標

関連する
SDGs

R6（2024）

課局名 観光商工課

基礎目標 ４ 地域資産を活かし、未来へレガシーをつくる 政策 地域イメージの形成と定着

p76 観光商工課



シート2【　四半期検証シート　】

第
３
四
半
期

DMOが運営する観光公式Instagramにて町内イベントのPRを行った。また、ツインリンクもてぎで開催されたイベン
トにて、道の駅ましこの商品販売とともに観光PRを行った。今後も各種イベント等で積極的に町をPRしていく。

総
括

(

第
４
四
半
期
含

)

DMOが運営する観光公式Instagramにて随時町内で行われるイベントのPRを行った。また、町外への観光PRの機
会に積極的に参加し観光PRを行った。次年度も積極的に情報発信を行っていく。

第
２
四
半
期

②DMOが運営する観光公式Instagramにて町内イベントのPRを行った。また、米沢なせばなる秋まつりにて、道の
駅ましこの商品販売とともに観光PRを行った。今後も各種イベント等で積極的に町をPRしていく。

③担当課による点検・検証および
次期四半期（第4四半期は次年度）以降の改善点等

第
１
四
半
期

②DMOが運営する観光公式Instagramにて春の陶器市のPRを行った。今後も様々な方法でPRを行っていきた
い。

p76 観光商工課


